
国境なき医師団（MSF）日本

海外派遣スタッフ募集説明会(長崎)
日時：2019年5月27日(月) 18:00～20:00 (受付17:30)
会場： 長崎大学グローバルヘルス総合研究棟 1F大セミナー室

（坂本地区キャンパス1 熱帯医学研究所裏）

対象： MSF海外派遣スタッフ応募に関心のある方（主に医療者）

＊非医療者の方もご参加いただけますが、内容は医療者向けであることを

ご了承ください。

詳細・お申込：https://www.msf.or.jp/team_msf/expats/event.html

登壇者

西野 恭平

総合診療医・救急医。2004年信州大学医学部卒業。2004年より国際医療
研究センター（旧：国際医療センター）で小児科専攻として初期・後期
研修を行う。その後、NGOに所属し、2007～2008年アフガニスタン、
2009年ミャンマーで医療活動に従事。2010年から帝京大学医学部付属病
院救急部所属。2014年、ロンドン大学衛生熱帯医大学院にて途上国公衆
衛生学修士号を取得。2015年からWHO本部にてテクニカルオフィサーと
してアルボウイルスコントロールチームに所属、アウトブレイク対応や
関連ガイドライン作成等を担当。2018年よりMSFに参加、南スーダンで
は医師として、バングラデシュでは疫学専門家として活動。東京都出身。

お問い合わせ：
国境なき医師団日本フィールド人事部 recruit@tokyo.msf.org
www.msf.or.jp/team_msf/

中池 ともみ

独立行政法人国立病院機構九州循環器病センター付属鹿児島看護学校を
2005年に卒業後、6年間の臨床経験を経て、豪カーティン大学（パース）
へ留学。留学中に「産科フィスチュラ」という症状で社会的に差別され
ているエチオピア女性のドキュメンタリーを観て衝撃を受け、人道援助
に興味を持つ。2015年よりMSFの活動に参加。以来、紛争被害者や難民
に向けた活動で看護師長の役職を担う。2017年には長崎大学熱帯医学研
究所の熱帯医学研修課程修了。鹿児島県出身。


